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75130-XLN-K0S0 CAMERA COVER

取 付・取 扱 説 明 書

この度は、無限製品をお買い上げ頂きありがとうございます。

以下の注意点を正しくご理解の上、お取り付け下さいますようお願い申し上げます。

取り付け後は、本書を必ずお客様にお渡し下さい。

お客様へ

１．カメラ カバーが事故や接触等により、破損･変形した場合は、直ちに修復するか取り外

　　して下さい。そのままの走行は、事故発生の原因になる恐れがあり、大変危険です。

２．自動洗車機での洗車は避けて下さい。カメラ カバーに無理な力が加わり、破損の原因と

  　なることがあります。

ご注意

１．開梱後は、ただちに梱包内容（構成部品表を参照）の不足や破損のないことを確認して下さい。

２．取り付け前に取り付け車両の型式の確認を行って下さい。

　[適応車種]　ＯＤＹＳＳＥＹ　Ｍ 、Ｌ 、Ｌｉ  ＲＢ３・４　マルチビューカメラシステム装着車
　　　　　　　ＯＤＹＳＳＥＹ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　ＲＢ３・４　マルチビューカメラシステム装着車　　

　　　　　

３．純正パーツの取り付け・取り外しは、サービスマニュアルに従って、作業を行って下さい。

６．本製品の加工、組み付け不良、エイミング未実施、誤使用による不具合・事故等については、
　　弊社は一切責任を負いませんので御了承下さい。
　　

　　ご不明な点がございましたら下記までご連絡下さい。

　　〒３５１－８５８６　埼玉県朝霞市膝折町２－１５－１１
　　　　　　　　　　　　株式会社　Ｍ－ＴＥＣ　商品事業部　営業課
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　【営業時間9:00～18:00】
　　　　　　　　　　　　TEL．０４８－４６２－３１３１　FAX．０４８－４６２－３１２１

４．フロント エアロ バンパーを車体に取り付ける前に本製品の取り付けを行ってください。

５．本製品取付後、必ずＨｏｎｄａ販売会社にてマルチビューカメラシステムのエイミングを
    サービスマニュアルに従って実施してください。エイミングを行わない場合、カメラ画像
    不具合よる思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。
　　※エイミング＝カメラ間の表示位置合せ
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【構成部品表】

　　No.　　　　　PARTS　NAME.　　　　　　QTY.
　　①　カメラカバー　  　　　   　 　　　１
　　②　ブラケット　　　　　　　　 　　 　１
　　③　配線用ブラケット　　　　　　　　　２
　　④　PACプライマー　　　　　　　　　　 １
　　⑤　型紙　　　　　　　　　　　　　　　１

【必要工具】

　　・マスキングテープ・イソプロピルアルコール・ドライバー＋・精密ドライバー＋
    ・ドリルφ３、φ６・ヤスリ　

① ② ③ ⑤④

Ⅰ．取付準備
　《注意》・カメラ カバーおよび車体に傷を付けないように注意して作業を行うこと。

　　　　　・作業は他の人に保持してもらいながら行うこと。

①フロント グリルからカメラを取り外し、ブラケットからも外す。
  このときネジ類を紛失しないように注意する。（サービスマニュアル参照）
②フロント エアロ バンパーに型紙をあて穴位置をマーキングし穴を開ける。

③型紙からカットライン部を切り取り、フロント エアロ バンパーの穴に合わせ貼り付け、
　カットラインに沿ってカットし、バリを取る。

型紙

カットライン

※カット及びバリを取る際、
　傷を付けないように注意

（６）

ドリル
φ３→φ６

フロント エアロ バンパー裏面

フロント エアロ バンパー裏面

プライマー
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①取り外したカメラを同梱のブラケットに取り付ける。

Ａ Ｂ Ｃ（２） （２） （２）

小ネジ
(再利用）

スプリングワッシャー
　   （再利用）

ワッシャー
（再利用）

Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｃ
Ｂ
Ａ

②カメラ カバーの離型紙を半分ほど剥がし、表に折り返しマスキングテープで固定する。

離型紙

マスキングテープ

※Ｒ側も同様

③フロント エアロ バンパーの下図斜線部を脱脂洗浄する。

フロント エアロ バンパー表面 

Ⅱ．カメラ カバーの取付
　《注意》・カメラ カバーおよびグリルに傷を付けないように注意して作業を行うこと。

　　　　　・作業は他の人に保持してもらいながら行うこと。

脱脂洗浄

④カメラ カバーをフロント エアロ バンパーの穴位置に合わせ仮止めする。
⑤カメラとブラケット一体になった物をフロント エアロ バンパーに仮止めする。

Ｄ（２）

タッピングスクリュー
　　Ｍ５(再利用）

Ｄ Ｄ

フロント エアロ バンパー裏面
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⑥カメラ カバーの離型紙を矢印の方向に剥がし、圧着する。　　　　　　　　　　　

⑩ボルト、スクリューを本締めし、各部の取付状態が完全か確認する。　　　　　　　　　　　

※両面テープの圧着は十分行うこと。
　圧着不足は、カメラ カバーの浮き剥がれの原因となります。　

⑦ハーネス類を接続する。（サービスマニュアル参照）

⑨配線用ブラケットを図示位置に貼り、カメラのハーネスを固定する。

⑧斜線部を脱脂し、プライマーを塗る。

配線用ブラケット

グリル部裏面

脱脂、プライマー塗布


